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衆

議
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衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
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平
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二
十
一
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補
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予
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行
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止
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す

る
。



衆
議
院
議
員
山
口
俊
一
君
提
出
平
成
二
十
一
年
度
補
正
予
算
執
行
停
止
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
総
理
指
示
」
は
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日
の
閣
議
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示
を
い
う
。

二
の
�
に
つ
い
て

定
住
自
立
圏
等
民
間
投
資
促
進
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
（
以
下
「

補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
」
と
い
う
。
）
の
検
討
に
当
た
り
、
総
務
省
と
し
て
は
、
現
場
を
確
認
す
る
た
め
の
現
地
視
察
、

関
係
者
と
の
意
見
交
換
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
必
要
な
情
報
収
集
を
行
い
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

学
校
耐
震
化
の
早
期
推
進
・
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
エ
コ
改
修
の
拡
大
（
公
立
及
び
私
立
）
に
つ
い
て
は
、
補

正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
現
場
を
確
認
す
る
た
め
の
現
地
視
察
、
関
係
者
と

の
意
見
交
換
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
及
び
学
校
法
人
に
対
す
る
交
付
決
定
状
況
並
び
に
地
方
公
共
団
体
か

ら
の
申
請
の
状
況
等
を
確
認
し
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

一



地
域
子
育
て
支
援
対
策
（
子
育
て
応
援
特
別
手
当
）
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
り
、
厚

生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
場
を
確
認
す
る
た
め
の
現
地
視
察
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
一
部
の
市

町
村
に
照
会
し
、
予
算
の
執
行
状
況
を
確
認
し
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

地
域
医
療
再
生
基
金
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
り
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
場
を

確
認
す
る
た
め
の
現
地
視
察
、
意
見
交
換
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
複
数
の
都
道
府
県
等
か
ら
予
算
の
執
行
等
を
求
め
る
要

ち
ょ
く

望
書
を
受
領
す
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
地
域
医
療
再
生
計
画
の
策
定
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
、
判
断
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

交
通
の
安
全
確
保
対
策
（
高
速
道
路
の
�
車
線
化
事
業
）
に
つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
り
、

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
現
場
を
確
認
す
る
た
め
の
現
地
視
察
、
関
係
者
と
の
意
見
交
換
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
必
要
な

情
報
収
集
を
行
い
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

二



地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
お
け
る
追
加
公
共
事
業
等

の
執
行
停
止
に
応
じ
て
、
交
付
金
額
の
積
算
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
地
方
負
担
額
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
地
方
負
担
額

に
係
る
交
付
金
額
分
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
追
加
公
共
事
業
等
の
執
行
停
止
に
つ
い
て
は
、
各
省

に
お
い
て
、
適
切
に
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
の
解
消
及
び
携
帯
不
感
エ
リ
ア
の
解
消
加
速
）
に

つ
い
て
は
、
補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
り
、
総
務
省
と
し
て
は
、
現
場
を
確
認
す
る
た
め
の
現
地
視
察
、

関
係
者
と
の
意
見
交
換
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
内
示
の
状
況
等
を
確
認
し
、
判
断
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

三
に
つ
い
て

補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
の
検
討
は
、
各
府
省
の
政
務
三
役
会
議
（
大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
の
会
議
）
を
中

心
に
行
わ
れ
た
。
各
省
の
政
務
三
役
会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
に
お
い
て
は
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
及

び
同
年
十
月
二
日
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
同
年
九
月
十
八
日
、
同
月
二
十
三
日
、
同
月
二
十
四
日
、
同
月
二
十
八
日
、

三



同
月
二
十
九
日
、
同
年
十
月
九
日
及
び
同
月
十
三
日
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
同
年
九
月
二
十
五
日
、
同
月
二
十
九
日
、

同
年
十
月
一
日
及
び
同
月
二
日
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
同
年
九
月
二
十
四
日
、
同
月
二
十
五
日
、
同
月
二
十
八
日
、
同

月
二
十
九
日
及
び
同
年
十
月
二
日
に
、
各
省
の
大
臣
室
で
開
催
さ
れ
、
大
臣
、
副
大
臣
及
び
大
臣
政
務
官
が
出
席
し
、
お
尋

ね
の
各
事
業
に
つ
い
て
、
政
策
的
必
要
性
を
精
査
し
、
執
行
の
是
非
を
点
検
し
た
。
な
お
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
副
大
臣
及
び
内
閣
府
大
臣
政
務
官
が
あ
ら
か
じ
め
相
談
し
た
上
で
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
地
域
主
権
推
進
）
に
報
告
し
、
同
大
臣
が
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
各
府
省
の
事
業
（
以
下
「
補
正
事
業
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
各
所

管
大
臣
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
月
二
日
ま
で
に
国
家
戦
略
担
当
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
行
政
刷

新
）
及
び
財
務
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
点
検
結
果
（
以
下
「
点
検
結
果
」
と
い
う
。
）
と
同
月
十
六
日
の
閣
議
決
定
の
内
容
が

異
な
る
事
業
の
名
称
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

内
閣
府
（
内
閣
本
府
等
）

青
少
年
の
雇
用
確
保
に
向
け
た
訓
練
・
技
能
取
得
に
関
す
る
調
査
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投

資
臨
時
交
付
金

四



内
閣
府
（
警
察
庁
）

地
域
警
察
デ
ジ
タ
ル
無
線
シ
ス
テ
ム
、
次
世
代
安
全
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
災

害
時
の
救
助
等
緊
急
事
態
へ
の
対
応
、
災
害
等
の
現
場
映
像
伝
送
、
警
察
活
動
基
盤
整
備
等
事
業

総
務
省

新
し
い
公
的
個
人
認
証
シ
ス
テ
ム
の
開
発
実
証
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
経
済
・
地
域
活
性
化
基
盤
確
立
事
業
（
「
ユ
ビ
キ
タ

ス
特
区
」
事
業
）
、
国
内
外
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
促
進
、
定
住
自
立
圏
等
民
間
投
資
促
進
交
付
金

法
務
省

耐
震
対
策
、
女
子
刑
務
所
の
整
備
、
刑
事
施
設
の
収
容
及
び
処
遇
機
能
充
実
、
不
法
滞
在
者
・
偽
装
滞
在
者
の

縮
減外

務
省

在
外
公
館
施
設
整
備
等

財
務
省

危
機
対
応
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
日
本
政
策
投
資
銀
行
の
財
務
基
盤
強
化

文
部
科
学
省

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
対
応
・
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
（
公
立
）
、
先
端
的
・
基
盤
的
教
育
研
究
施
設

・
設
備
の
整
備
（
国
立
）
、
最
先
端
の
環
境
科
学
技
術
に
関
す
る
情
報
発
信
機
能
の
強
化
、
地
域
産
学
官
共
同
研
究
拠
点
整

備
事
業
、
メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
振
興
（
映
画
フ
ィ
ル
ム
等
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
）
、
青
少
年
教
育
施
設
の
整
備
、
最

先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
先
端
研
究
助
成
基
金
）

厚
生
労
働
省

医
薬
品
等
研
究
開
発
の
強
化
、
医
療
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営
（
レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
化
へ
の
対
応
）
、

五



医
療
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営
（
健
康
保
険
組
合
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
事
業
）
、
地
域
子
育
て
支
援
対
策
（
子
育
て
応
援
特
別
手

当
）
、
検
疫
所
施
設
整
備
、
地
域
医
療
再
生
基
金

経
済
産
業
省

住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支
援
対
策
基
金
造
成
事
業
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
基
金
造
成
事
業

国
土
交
通
省

官
庁
営
繕
事
業
、
水
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
ア
ド
ホ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
簡
易
水
位
計
実
用
化
検
証
、
独
立

行
政
法
人
海
上
技
術
安
全
研
究
所
施
設
整
備
、
独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
施
設
整
備
事
業
、
総
合
的
物
流
体
系

整
備
推
進
事
業
（
総
合
的
物
流
体
系
整
備
推
進
調
査
費
）
、
大
型
船
舶
に
対
応
し
た
産
業
港
湾
イ
ン
フ
ラ
の
刷
新
等
、
航
空

大
学
校
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
、
独
立
行
政
法
人
建
築
研
究
所
施
設
整
備
、
共
同
実
験
棟
空
調
設
備
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
、
地

理
空
間
情
報
の
整
備
・
活
用
等
の
推
進

環
境
省

金
融
機
関
に
よ
る
「
環
境
格
付
」
の
た
め
の
企
業
調
査
・
審
査
に
対
す
る
補
助
制
度
の
創
設
、
小
児
環
境
保
健

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
国
立
公
園
等
施
設
の
低
炭
素
化
等
の
推
進
、
生
物
多
様
性
保
全
拠
点
等
の
グ
リ
ー
ン
化
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
�

排
出
削
減
、
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
グ
リ
ー
ン
化
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
�
排
出
削
減

五
に
つ
い
て

点
検
結
果
を
受
け
て
、
古
川
内
閣
府
副
大
臣
よ
り
、
各
府
省
副
大
臣
等
に
対
し
て
、
平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日
の
閣
議

六



に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
指
示
等
を
踏
ま
え
、
す
べ
て
の
補
正
事
業
に
つ
い
て
、
再
度
執
行
の
是
非
を
検
討
す
る
よ
う
要

請
し
た
。

六
に
つ
い
て

補
正
予
算
の
執
行
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
補
助
金
等
の
額
が
当
初
内
示
さ
れ
た
額
か
ら
減
少

し
た
事
例
の
事
業
名
、
地
方
公
共
団
体
名
及
び
そ
の
減
少
額
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金

千
葉
県

五
十
六
億
千
二
百
万
円
、
東
京
都

十
七
億
六
千
万
円
、
新
潟
県

八
十
八
億
三
千
九
百
万
円
、
長
野
県

十
億
三
千
五
百
万
円
、
岐
阜
県

百
八
十
三
億
四
千
二
百
万
円
、
和
歌
山
県

九
十

六
億
四
百
万
円
、
徳
島
県

二
十
五
億
六
千
二
百
万
円
、
香
川
県

九
十
二
億
百
万
円
、
長
崎
県

三
十
七
億
九
千
九
百
万

円
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
推
進
交
付
金

北
海
道
当
別
町

千
三
百
万
円
、
北
海
道
深
川
市

千
六
百
万
円
、
北
海
道
東
川
町

九
百
万
円
、
北
海
道
紋
別
市

千
三
百
万
円
、
北
海
道
新
十
津
川
町

千
三
百
万
円
、
北
海
道
岩
内
町

二
千
五
百
万
円
、

北
海
道
室
蘭
市

二
千
六
百
万
円
、
北
海
道
東
神
楽
町

四
千
万
円
、
北
海
道

三
千
六
百
万
円
、
北
海
道
白
老
町

二
千

四
百
万
円
、
北
海
道
旭
川
市

三
千
八
百
万
円
、
北
海
道
羅
臼
町

二
千
五
百
万
円
、
北
海
道
岩
見
沢
市

五
千
万
円
、
青

七



森
県
弘
前
市

二
千
百
万
円
、
青
森
県
む
つ
市

四
千
七
百
万
円
、
青
森
県
板
柳
町

三
千
八
百
万
円
、
青
森
県
佐
井
村

二
千
四
百
万
円
、
岩
手
県

三
百
万
円
、
宮
城
県
仙
台
市

千
万
円
、
宮
城
県
栗
原
市

九
百
万
円
、
秋
田
県

二
千
六
百

万
円
、
秋
田
県
東
成
瀬
村

五
百
万
円
、
山
形
県
鶴
岡
市

千
万
円
、
山
形
県
最
上
町

千
七
百
万
円
、
福
島
県
い
わ
き
市

一
億
四
百
万
円
、
福
島
県
喜
多
方
市

四
千
五
百
万
円
、
福
島
県
相
馬
市

二
千
百
万
円
、
福
島
県
西
会
津
町

千
三
百
万

円
、
福
島
県
西
郷
村

千
二
百
万
円
、
茨
城
県
桜
川
市

三
百
万
円
、
茨
城
県

千
万
円
、
栃
木
県
日
光
市

二
千
五
百
万

円
、
栃
木
県
那
須
烏
山
市

八
百
万
円
、
栃
木
県
下
野
市

四
千
七
百
万
円
、
栃
木
県
芳
賀
町

二
千
五
百
万
円
、
栃
木
県

宇
都
宮
市

二
千
六
百
万
円
、
群
馬
県

二
千
五
百
万
円
、
群
馬
県
富
岡
市

三
千
九
百
万
円
、
群
馬
県
安
中
市

四
千
二

百
万
円
、
群
馬
県
み
な
か
み
町

二
千
六
百
万
円
、
埼
玉
県
毛
呂
山
町

千
三
百
万
円
、
埼
玉
県
春
日
部
市

二
千
九
百
万

円
、
埼
玉
県
新
座
市

五
百
万
円
、
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市

千
三
百
万
円
、
千
葉
県
四
街
道
市

千
八
百
万
円
、
千
葉
県
松
戸

市

千
万
円
、
千
葉
県
浦
安
市

七
千
四
百
万
円
、
千
葉
県
木
更
津
市

三
千
五
百
万
円
、
千
葉
県

二
千
六
百
万
円
、
千

葉
県
香
取
市

千
三
百
万
円
、
千
葉
県
習
志
野
市

千
二
百
万
円
、
東
京
都
奥
多
摩
町

千
百
万
円
、
東
京
都
中
野
区

四

千
百
万
円
、
東
京
都
目
黒
区

四
千
万
円
、
東
京
都
小
平
市

二
千
六
百
万
円
、
東
京
都
多
摩
市

二
千
五
百
万
円
、
東
京

都
練
馬
区

千
三
百
万
円
、
東
京
都
江
戸
川
区

四
千
万
円
、
東
京
都
墨
田
区

五
千
二
百
万
円
、
東
京
都
三
鷹
市

二
千

八



百
万
円
、
東
京
都
荒
川
区

二
千
万
円
、
神
奈
川
県
海
老
名
市

二
千
六
百
万
円
、
神
奈
川
県
大
和
市

千
万
円
、
神
奈
川

県
小
田
原
市

四
千
万
円
、
神
奈
川
県
藤
沢
市

二
千
五
百
万
円
、
神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市

四
千
六
百
万
円
、
山
梨
県

五

千
二
百
万
円
、
山
梨
県
都
留
市

二
千
万
円
、
山
梨
県
早
川
町

五
百
万
円
、
長
野
県
王
滝
村

三
千
万
円
、
長
野
県
茅
野

市

二
千
万
円
、
長
野
県
小
谷
村

六
千
四
百
万
円
、
長
野
県

三
千
九
百
万
円
、
長
野
県
信
濃
町

四
千
九
百
万
円
、
長

野
県
飯
田
市

千
四
百
万
円
、
長
野
県
小
諸
市

四
千
万
円
、
新
潟
県
長
岡
市

四
千
百
万
円
、
新
潟
県
三
条
市

二
千
九

百
万
円
、
新
潟
県
新
発
田
市

千
四
百
万
円
、
新
潟
県
佐
渡
市

四
千
七
百
万
円
、
新
潟
県
妙
高
市

四
千
六
百
万
円
、
富

山
県
南
砺
市

千
百
万
円
、
富
山
県
氷
見
市

三
千
六
百
万
円
、
富
山
県
射
水
市

三
千
百
万
円
、
石
川
県
金
沢
市

二
千

二
百
万
円
、
石
川
県
内
灘
町

千
百
万
円
、
岐
阜
県
郡
上
市

千
七
百
万
円
、
岐
阜
県
大
垣
市

八
百
万
円
、
静
岡
県
伊
東

市

四
千
万
円
、
静
岡
県
静
岡
市

四
千
百
万
円
、
静
岡
県
浜
松
市

千
六
百
万
円
、
愛
知
県
瀬
戸
市

五
千
百
万
円
、
愛

知
県
豊
川
市

四
千
二
百
万
円
、
愛
知
県
岩
倉
市

五
千
二
百
万
円
、
三
重
県
鈴
鹿
市

二
千
百
万
円
、
三
重
県

六
千
六

百
万
円
、
滋
賀
県

四
千
百
万
円
、
京
都
府
京
丹
後
市

五
千
四
百
万
円
、
京
都
府
京
都
市

三
千
八
百
万
円
、
京
都
府

二
千
百
万
円
、
京
都
府
宮
津
市

二
千
六
百
万
円
、
大
阪
府
茨
木
市

千
三
百
万
円
、
大
阪
府
泉
南
市

二
千
万
円
、
大
阪

府
高
槻
市

四
千
二
百
万
円
、
大
阪
府
東
大
阪
市

四
千
百
万
円
、
大
阪
府
箕
面
市

九
千
二
百
万
円
、
兵
庫
県
明
石
市

九



千
九
百
万
円
、
兵
庫
県
加
古
川
市

四
千
百
万
円
、
兵
庫
県
神
戸
市

八
千
二
百
万
円
、
兵
庫
県
た
つ
の
市

千
万
円
、
兵

庫
県

二
千
万
円
、
奈
良
県
黒
滝
村

二
千
五
百
万
円
、
奈
良
県

四
千
万
円
、
和
歌
山
県
北
山
村

千
二
百
万
円
、
鳥
取

県

千
三
百
万
円
、
島
根
県
津
和
野
町

三
千
九
百
万
円
、
島
根
県
邑
南
町

八
百
万
円
、
島
根
県
出
雲
市

四
千
百
万
円
、

島
根
県

八
百
万
円
、
島
根
県
海
士
町

千
二
百
万
円
、
岡
山
県
岡
山
市

四
千
万
円
、
岡
山
県
勝
央
町

五
千
二
百
万
円
、

岡
山
県
西
粟
倉
村

千
三
百
万
円
、
岡
山
県
瀬
戸
内
市

八
百
万
円
、
岡
山
県
美
咲
町

五
千
二
百
万
円
、
広
島
県
東
広
島

市

千
三
百
万
円
、
広
島
県

五
千
万
円
、
広
島
県
広
島
市

五
千
二
百
万
円
、
広
島
県
府
中
市

二
千
三
百
万
円
、
山
口

県
萩
市

千
四
百
万
円
、
山
口
県
山
陽
小
野
田
市

五
百
万
円
、
山
口
県
宇
部
市

二
千
万
円
、
徳
島
県
那
賀
町

二
千
百

万
円
、
徳
島
県
上
勝
町

千
二
百
万
円
、
徳
島
県
美
馬
市

二
千
四
百
万
円
、
徳
島
県

一
億
五
百
万
円
、
徳
島
県
三
好
市

二
千
五
百
万
円
、
香
川
県
高
松
市

九
千
二
百
万
円
、
香
川
県
さ
ぬ
き
市

二
千
三
百
万
円
、
愛
媛
県
四
国
中
央
市

千
万

円
、
愛
媛
県
松
山
市

五
千
二
百
万
円
、
高
知
県
黒
潮
町

二
千
万
円
、
高
知
県
須
崎
市

二
千
六
百
万
円
、
高
知
県
高
知

市

四
千
百
万
円
、
高
知
県
津
野
町

二
千
七
百
万
円
、
高
知
県
仁
淀
川
町

千
三
百
万
円
、
高
知
県
宿
毛
市

二
千
五
百

万
円
、
高
知
県
梼
原
町

千
九
百
万
円
、
高
知
県

五
百
万
円
、
高
知
県
安
芸
市

千
三
百
万
円
、
福
岡
県
大
野
城
市

五

千
万
円
、
福
岡
県

八
千
百
万
円
、
福
岡
県
直
方
市

三
千
六
百
万
円
、
福
岡
県
福
智
町

四
千
百
万
円
、
福
岡
県
添
田
町

一
〇



千
百
万
円
、
福
岡
県
福
岡
市

一
億
四
千
百
万
円
、
福
岡
県
久
留
米
市

四
千
八
百
万
円
、
福
岡
県
飯
塚
市

五
千
二
百
万

円
、
福
岡
県
太
宰
府
市

二
千
八
百
万
円
、
福
岡
県
粕
屋
町

五
千
万
円
、
佐
賀
県
鳥
栖
市

二
千
五
百
万
円
、
佐
賀
県
武

雄
市

四
千
万
円
、
長
崎
県
五
島
市

三
千
四
百
万
円
、
熊
本
県
熊
本
市

二
千
五
百
万
円
、
熊
本
県
人
吉
市

二
千
万
円
、

熊
本
県
阿
蘇
市

二
千
六
百
万
円
、
熊
本
県
湯
前
町

一
億
四
百
万
円
、
大
分
県

八
千
二
百
万
円
、
大
分
県
臼
杵
市

二

千
三
百
万
円
、
大
分
県
竹
田
市

三
千
六
百
万
円
、
宮
崎
県
日
向
市

二
千
六
百
万
円
、
宮
崎
県
新
富
町

四
千
万
円
、
鹿

児
島
県
与
論
町

二
千
二
百
万
円
、
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市

二
千
五
百
万
円
、
鹿
児
島
県
徳
之
島
町

千
百
万
円
、
鹿
児

島
県
さ
つ
ま
町

二
千
万
円
、
鹿
児
島
県
伊
仙
町

四
千
百
万
円
、
鹿
児
島
県
和
泊
町

千
三
百
万
円
、
鹿
児
島
県
知
名
町

千
三
百
万
円
、
鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
市

三
千
七
百
万
円
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市

八
百
万
円
、
鹿
児
島
県
志
布
志
市

一
億

千
六
百
万
円
、
鹿
児
島
県
徳
之
島
町

五
千
二
百
万
円
、
沖
縄
県

八
千
二
百
万
円
、
沖
縄
県
宮
古
島
市

二
千
万
円
、
沖

縄
県
読
谷
村

二
千
百
万
円
、
沖
縄
県
八
重
瀬
町

五
千
六
百
万
円
、
沖
縄
県
那
覇
市

千
万
円
、
沖
縄
県
伊
江
村

四
千

万
円
、
沖
縄
県
竹
富
町

二
千
五
百
万
円

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
対
応
・
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
（
公
立
）

北
海
道

三
億
四
千
三
百
万
円
、
青
森
県

二
億

円
、
岩
手
県

三
億
四
千
五
百
万
円
、
宮
城
県

五
億
五
千
万
円
、
秋
田
県

一
億
四
千
七
百
万
円
、
山
形
県

二
億
千
万

一
一



円
、
福
島
県

一
億
四
百
万
円
、
茨
城
県

四
千
九
百
万
円
、
栃
木
県

一
億
四
千
万
円
、
群
馬
県

一
億
六
千
四
百
万
円
、

埼
玉
県

五
億
三
千
八
百
万
円
、
千
葉
県

十
二
億
七
百
万
円
、
東
京
都

十
一
億
千
六
百
万
円
、
神
奈
川
県

十
五
億
五

千
三
百
万
円
、
新
潟
県

三
億
七
百
万
円
、
富
山
県

一
億
千
六
百
万
円
、
石
川
県

千
八
百
万
円
、
福
井
県

一
億
二
百

万
円
、
山
梨
県

四
千
八
百
万
円
、
長
野
県

二
億
千
二
百
万
円
、
岐
阜
県

四
億
二
百
万
円
、
静
岡
県

五
億
五
千
万
円
、

愛
知
県

七
億
九
千
百
万
円
、
三
重
県

一
億
五
千
三
百
万
円
、
滋
賀
県

千
四
百
万
円
、
京
都
府

一
億
千
八
百
万
円
、

大
阪
府

八
億
六
百
万
円
、
兵
庫
県

四
億
二
千
九
百
万
円
、
奈
良
県

一
億
三
千
百
万
円
、
和
歌
山
県

千
八
百
万
円
、

鳥
取
県

三
千
万
円
、
島
根
県

三
千
四
百
万
円
、
岡
山
県

六
千
六
百
万
円
、
広
島
県

二
億
八
千
三
百
万
円
、
山
口
県

一
億
二
千
百
万
円
、
徳
島
県

三
千
五
百
万
円
、
香
川
県

三
千
六
百
万
円
、
愛
媛
県

二
億
二
千
二
百
万
円
、
高
知
県

二
百
万
円
、
福
岡
県

十
三
億
八
百
万
円
、
佐
賀
県

一
億
八
千
九
百
万
円
、
長
崎
県

四
千
六
百
万
円
、
熊
本
県

二
億

五
百
万
円
、
大
分
県

二
億
四
千
四
百
万
円
、
宮
崎
県

三
億
八
百
万
円
、
鹿
児
島
県

二
億
四
千
百
万
円
、
沖
縄
県

一

億
六
千
二
百
万
円

理
科
教
育
設
備
の
整
備
充
実
（
理
科
教
育
設
備
整
備
費
等
補
助
）

北
海
道

千
五
百
十
八
万
二
千
円
、
青
森
県

四
百

十
二
万
千
円
、
岩
手
県

六
百
五
万
六
千
円
、
宮
城
県

百
十
三
万
九
千
円
、
秋
田
県

三
千
円
、
山
形
県

千
九
百
万
千

一
二



円
、
福
島
県

三
十
七
万
六
千
円
、
茨
城
県

千
六
百
二
十
二
万
二
千
円
、
栃
木
県

百
六
十
九
万
四
千
円
、
群
馬
県

五

十
一
万
六
千
円
、
埼
玉
県

一
億
六
千
八
百
二
十
四
万
七
千
円
、
千
葉
県

四
千
二
百
五
十
九
万
円
、
東
京
都

四
千
百
二

十
三
万
二
千
円
、
神
奈
川
県

三
百
九
十
七
万
六
千
円
、
新
潟
県

七
千
円
、
富
山
県

八
百
四
十
二
万
円
、
石
川
県

三

十
三
万
円
、
福
井
県

千
五
百
三
十
八
万
七
千
円
、
山
梨
県

三
百
五
十
三
万
七
千
円
、
長
野
県

二
千
七
百
四
十
五
万
四

千
円
、
岐
阜
県

百
四
十
六
万
二
千
円
、
静
岡
県

千
四
百
四
十
五
万
二
千
円
、
愛
知
県

三
百
七
十
六
万
九
千
円
、
三
重

県

二
十
五
万
円
、
滋
賀
県

千
円
、
京
都
府

七
十
九
万
九
千
円
、
大
阪
府

九
百
三
十
七
万
三
千
円
、
兵
庫
県

二
千

六
十
万
千
円
、
奈
良
県

三
百
五
十
七
万
三
千
円
、
鳥
取
県

三
百
九
万
円
、
岡
山
県

三
百
五
十
万
四
千
円
、
広
島
県

五
千
四
十
三
万
四
千
円
、
山
口
県

三
十
六
万
八
千
円
、
愛
媛
県

一
万
八
千
円
、
高
知
県

四
百
二
十
万
九
千
円
、
福
岡

県

五
千
九
百
四
十
二
万
八
千
円
、
熊
本
県

八
千
円
、
大
分
県

八
百
五
十
一
万
九
千
円
、
宮
崎
県

八
百
二
十
八
万
七

千
円
、
鹿
児
島
県

七
十
三
万
二
千
円
、
沖
縄
県

五
千
円

水
産
基
盤
整
備
事
業

青
森
県

一
億
千
二
百
万
円
、
岩
手
県

一
億
五
千
八
百
万
円
、
秋
田
県

二
千
八
百
万
円
、
山

形
県

一
億
二
千
五
百
万
円
、
福
島
県

二
百
万
円
、
千
葉
県

六
億
四
千
万
円
、
新
潟
県

四
千
四
百
万
円
、
富
山
県

四
千
四
百
万
円
、
石
川
県

三
億
五
千
六
百
万
円
、
福
井
県

一
億
九
千
三
百
万
円
、
三
重
県

九
千
二
百
万
円
、
滋
賀
県

一
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五
千
万
円
、
京
都
府

五
千
万
円
、
大
阪
府

千
五
百
万
円
、
和
歌
山
県

二
億
六
千
三
百
万
円
、
鳥
取
県

四
百
万
円
、

島
根
県

二
億
千
九
百
万
円
、
岡
山
県

三
千
万
円
、
広
島
県

三
千
二
百
万
円
、
山
口
県

一
億
二
千
四
百
万
円
、
徳
島

県

一
億
八
千
百
万
円
、
香
川
県

二
千
万
円
、
愛
媛
県

二
億
二
千
九
百
万
円
、
高
知
県

一
億
七
百
万
円
、
福
岡
県

七
百
万
円
、
佐
賀
県

一
億
四
千
万
円
、
長
崎
県

一
億
九
千
三
百
万
円
、
大
分
県

二
億
二
千
九
百
万
円
、
宮
崎
県

六

百
万
円
、
鹿
児
島
県

四
千
万
円
、
沖
縄
県

七
千
万
円

海
岸
事
業
（
農
地
）

広
島
県

十
五
万
円

な
お
、
地
方
公
共
団
体
に
内
示
さ
れ
た
補
助
金
等
が
全
額
交
付
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
事
例
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

定
住
自
立
圏
等
民
間
投
資
促
進
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
予
算
の
執
行
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
定
住
自
立
圏
構

想
を
推
進
す
る
と
と
も
に
緊
急
の
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
必
要
最
低
限
の
金
額
を
除
き
、
執
行
を
停
止
し
た
。

学
校
耐
震
化
の
早
期
推
進
・
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
エ
コ
改
修
の
拡
大
（
公
立
及
び
私
立
）
に
つ
い
て
は
、
そ

の
一
部
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
年
度
内
の
申
請
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
や
学
校
法
人
に
お
い
て
工
事
等
の
着
手
に
至
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
各
学
校
の
設
置
者
等
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
と
判
断
し
、
当
該
部
分
の
執
行
を
停
止

一
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し
た
。

地
域
子
育
て
支
援
対
策
（
子
育
て
応
援
特
別
手
当
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
い
か
し
つ
つ
、
財
源
を
有
効
に
活
用
し

て
よ
り
充
実
し
た
新
し
い
「
子
ど
も
手
当
」
を
創
設
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
策
を
強
力
に
推
進
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
準
備
の
た
め
に
生
じ
た
経
費
等
を
除
き
、
執
行
を
停
止
し
た
。

地
域
医
療
再
生
基
金
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
に
お
い
て
地
域
医
療
再
生
臨
時
特
例
交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
地
域
が

決
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
こ
と
、
限
ら
れ
た
財
源
の
下
で
は
、
専
ら
医
療
機
関
の
建
て
替
え
等
の
施
設
整
備
に
係
る

事
業
よ
り
も
医
師
確
保
対
策
や
救
急
医
療
の
強
化
等
に
係
る
事
業
に
財
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
し
た

こ
と
か
ら
、
当
該
施
設
整
備
に
係
る
部
分
の
執
行
を
停
止
し
た
。

交
通
の
安
全
確
保
対
策
（
高
速
道
路
の
�
車
線
化
事
業
）
に
つ
い
て
は
、
整
備
手
法
の
見
直
し
の
必
要
性
等
を
総
合
的
に

検
討
し
て
再
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
執
行
を
停
止
し
た
。

地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
度
第
一
次
補
正
予
算
に
お
け
る
追
加
公
共
事
業
等

の
執
行
停
止
に
応
じ
て
、
交
付
金
額
の
積
算
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
地
方
負
担
額
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
該
地
方
負
担
額

に
係
る
交
付
金
額
分
の
執
行
を
停
止
し
た
。

一
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地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
（
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ゼ
ロ
地
域
の
解
消
及
び
携
帯
不
感
エ
リ
ア
の
解
消
加
速
）
に

つ
い
て
は
、
内
示
済
分
を
除
く
未
執
行
分
等
を
執
行
停
止
と
す
る
こ
と
は
、
各
地
方
公
共
団
体
等
の
事
業
実
施
に
支
障
を
来

す
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
、
当
該
部
分
の
執
行
を
停
止
し
た
。
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